
PG51 日本教育心理学会第 59 回総会発表論文集（2017 年) 

― 645 ― 

児童会活動の一環として行った学校規模の 
ソーシャルスキル教育と適応感 

―学校規模での QU の活用について― 

森 俊博（早稲田大学） 
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目   的 

ソーシャルスキルの不足は，一部の子どもの問

題ではなく，広く一般の子どもの問題であるとの

考えから伊佐（2010）は全校児童 72 人の公立小

学校で学級規模の SSE を実施し「向社会的スキ

ル」「社交性スキル」が有意に向上し，学級満足

度尺度の被侵害得点が有意に低く承認得点は有意

に向上した。しかし，学校週五日制や総合科の導

入等により対人関係育成のプログラムを教育課程

の中に位置付けたり授業時間の中に組み入れたり

することはかなり難しい（小野寺・河村，

2003）。本研究では特別に授業の時間を設定せず

に児童会活動の一環として学校規模の SSE を実施

しどのような影響を与えるかを検討するものであ

る。 

方   法 

対象児童 A 県 B 小学校，1～6 年生の児童（245

名：男子 118 名，女子 127 名）を対象とした。調

査時期は 2014 年 10 月 27 日～31 日（Time1）に全

学級で学級満足度尺度（河村，1997）と小学生用

スキル尺度（河村，2001）を行い，実施後の 2015

年 1 月 19 日～23 日（Time2）に同様に調査を行っ

た。児童会の児童が出演したソーシャルスキルを

理解させるためのビデオを作成し放送をすること

で「言語的教示」と「モデリング」を全校一斉に

行い，続いて，「リハーサル」と「ふり返り」を各

学級担任が学級で行った。「リハーサル」と「ふり

返り」ついては，ふり返りカードや低・中・高学

年用の授業用資料を配布し，学級担任に使用する

よう呼びかけた。SSE の取り組みについて児童の

感想の発表を撮影しそれを全校放送した。 

結   果 

全校児童の Time1･2 の学級満足度尺度の比較を

した結果，被侵害得点が有意に低くなり承認得点

は有意に向上した（Table1）。また，4～6 年生の

児童の Time1･2 の 4～6 年用スキル尺度の比較を

した結果，「配慮スキル」と「かかわりのスキル」

がともに有意に向上していた。（Table2） 

Table1 学級満足度尺度の Time1･2 の結果 

 Time1 Time2 ｔ値 

承認 19.97(3.58) 20.37(3.58) 2.18* 

侵害 9.11(3.52) 8.76(3.24) 1.87* 

Table2 4～6 年用スキル尺度の Time1･2 の結果 

 Time1 

（N＝129） 

Time2 

（N＝129） 
ｔ値 

配慮 28.96(3.10) 29.40(2.61) 2.12* 

かか

わり

25.43(4.50) 26.28(4.70) 3.00** 

（ ）内は標準偏差．**p＜.01，*p＜.05 

考   察 

4～6 年生の児童のスキルが有意に向上し，全校

児童の被侵害得点が有意に低く承認得点は有意に

向上した。このことから，児童会活動の一環とし

て行った学校規模の SSE を実施することで，全校

児童の学校適応感を高めたと思われる。また言語

能力が高いほどモデリング効果が促進されるとい

う結果（Rosenthal＆Zimmerman，1978）から学年

が上がるにつれて言語能力が高まると考えると本

研究で 1～3 年生ではスキル尺度の得点に変化が

みられなかったが 4～6 年生の児童のスキルが有

意に向上したことを支持していると思われる。 
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